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令和５（２０２３）年１０月の調査結果



「長年勤務していたベテラン社員が定年退職したため、さらに人手不足になり今後非常に厳しくなりそう」

（塗装工事）「中東情勢の緊迫化により、今後ますますトラックや重機等の燃料代が高騰する可能性もある

と思う」（管工事）「受注件数は微増してきたが、人手不足のうえ指定される納期も短く、対応が出来ず断る

ケースも出てきている」（電気設備工事）「材料仕入の先行する支出が多く、資金繰りが課題」（リフォーム） 

１０月の全産業合計のＤＩ値（前年同月比ベース、以

下同じ）は、▲１３．０（前月水準▲１６．８）とな

りマイナス幅が３．８ポイント縮小した。 
卸小売やサービス業では、平年より気温が高いため

秋冬商品の売れ行きが伸び悩み、物価高による消費者

の買い控えが継続している。建設業では、人手不足＋

最低賃金の引き上げにより、スキルが不十分の人材を

雇用せざるを得ない、受注を断るといった悩みの声も

聞かれた。製造業は、価格転嫁の交渉中にも原材料や

エネルギー価格がさらに高騰する状況が続いているた

め、価格転嫁が追い付かないといった声が目立った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
  
おって 

「為替の影響やコロナ禍後の外出増加で、ＥＣ事業が伸び悩む状況の中、消費者向けの運送会社（ヤマト運

輸や佐川急便等）の運賃の値上げにより更にＥＣの売上が落ち込んでいると感じる。来年より柏市内のみの

配達（お買い物代行等）を行う方向で協力会社と話しを進めおり、Uber Eats のようなもの（食品・飲料だ

けでなく何でも）を提供してみようと考えている」（梱包）「再生可能エネルギー問題への対応や企業業績の

好転に伴う地質調査などで好況傾向が予想される」（地質調査・地質コンサルタント） 

各業種の業況はまだら模様。価格転嫁への協議が難航気味の製造業、個人消費の拡大に期待する卸小売業  

回答期間:令和5年10月23日～令和5年11月5日  調査対象：柏市内178業所及び組合にヒアリング、回答数92 

柏の景気情報（令和５年１０月の調査結果のポイント） 

「コロナウイルスの影響で客先との打ち合わせが出来なくなり止まっていた設備投資の話が最近は順調に

進んでいる。ただし非常に納期のかかる部品があり、完成・納入が遅れる装置が発生している」（一般機械・

装置製造）「受注減が続いており利益確保のため仕入を抑えることが必須である。社内での技術継承は会社が

存続していくうえで重要、真摯に取り組んでいかねばならない」（金属製品）「標準価格がない自社製品の値

上げ・価格転嫁が難しく、材料費やエネルギー価格の変動により原価計算も難しい」（自動車付属品製造） 

「」（） 
「インバウンドが若干増加の傾向が見られてきている。食品については価格高騰の影響を受け、目玉商品に

対して敏感な動きがある。気温が昨年より高い状況が続いているため、衣料品・寝具は秋冬商品の動きが悪

い」（大型小売店）「これから冬の仕入れシーズンになるが食材の原料が取れるのか、供給量や価格は安定す

るのかさっぱり分からず不明の部分が多い。今年はあまりに原料が高すぎたので海外からの輸入に頼った

が、また同じことになる可能性もある」（食料卸売）「嗜好品であるケーキは、価格高騰による買い控えの影

響が大きい。クリスマスを控え、乳製品の再値上げが痛い」（洋菓子製造・販売） 

全産業合計では、「柏の景気」が▲１３．０に対し、「ＣＣＩ－ＬＯＢＯ」が▲１０．５で、柏のほうがマイナス幅が２．５ポイント

大きい。「柏の景気」の方が良い業種はなし。製造業とサービス業は横ばい。「柏の景気」の方が悪い業種は、建設業、卸小売業であ

る。 

前月と比べたＤＩ値の動き    改善    横ばい   悪化 

★調査結果のまとめ 

★全国の商工会議所早期景気観測調査（CCI－LOBO）との比較 

★業種別の動向 



特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振

DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 13.0 ▲ 14.2 ±0.0 ▲ 30.0 ±0.0

▲ 10.5 ▲ 14.3 ▲ 9.3 ▲ 16.0 ±0.0

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

 2.1 ▲ 9.5  4.7 ▲ 10.0  30.0

4.5 ▲ 6.7 7.1 1.0 16.8

採算DI  全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 9.7 ▲ 14.2 ±0.0 ▲ 23.3  5.0

▲ 12.7 ▲ 19.7 ▲ 9.3 ▲ 14.8 ▲ 10.0

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 64.1 ▲ 47.6 ▲ 76.1 ▲ 76.6 ▲ 50.0

▲ 67.4 ▲ 72.9 ▲ 64.1 ▲ 70.7 ▲ 65.7

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

 19.5  23.8  23.8  10.0  25.0

23.3 35.4 13.2 20.9 31.3

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 8.6 ▲ 9.5 ±0.0 ▲ 13.3 ▲ 10.0

▲ 12.0 ▲ 6.4 ▲ 11.8 ▲ 20.7 ▲ 10.8

今月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI‐LOBOとの比較

柏の景気
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景気天気図
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調査期間：2023年10月16日～20日 

 

調査対象：全国の329商工会議所が2,478企業 

     にヒアリング調査を実施 

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ 
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（10 月速報） 
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業
況
Ｄ
Ｉ
は
、
物
価
高
と

コ
ス
ト
増
の
継
続
で
悪
化
。

先
行
き
は
、
さ
ら
な
る
コ
ス

ト
増
や
人
手
不
足
等
で
厳
し

さ
続
く 

 

１
０
月
の
全
産
業
合
計
の
業

況
Ｄ
Ｉ
は
、
▲
１
０
．
５
と
前
月

比
か
ら
▲
１
．
５
ポ
イ
ン
ト
の
悪

化
。 

 

小
売
業
は
、
物
価
高
で
買
い
控

え
が
続
く
中
、
人
手
不
足
に
伴
う

人
件
費
の
増
加
等
で
悪
化
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
業
は
、
物
価
高
に
よ
る

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
停

滞
で
横
ば
い
圏
内
で
留
ま
り
、
卸

売
業
は
、
小
売
・
サ
ー
ビ
ス
業
か

ら
の
引
き
合
い
減
少
で
ほ
ぼ
横

ば
い
と
な
っ
た
。
製
造
業
は
、
自

動
車
関
連
が
好
調
な
一
方
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
に
よ
る
コ

ス
ト
増
が
全
体
を
押
し
下
げ
、
建

設
業
は
、
公
共
工
事
の
受
注
増
で

改
善
を
示
す
も
力
強
さ
を
欠
い

て
い
る
。  

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
や

最
低
賃
金
の
上
昇
等
で
コ
ス
ト

増
が
継
続
す
る
中
、
こ
れ
に
見
合

っ
た
十
分
な
価
格
転
嫁
が
行
え

て
い
な
い
。
ま
た
、
深
刻
な
人
手

不
足
に
加
え
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

等
の
諸
課
題
へ
の
対
応
も
重
な

り
、
中
小
企
業
の
業
況
は
悪
化
に

転
じ
た
。 

 

業
種
別
に
み
る
と
、
今
月
の
業

況
Ｄ
Ｉ
は
前
月
に
比
べ
、
建
設
業

は
改
善
し
、
製
造
業
、
小
売
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
は
悪
化
し
た
。 

各
業
種
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
特

徴
的
な
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の
と

お
り
。 

 

【
建
設
業
】 

「
仕
入
価
格
の
上
昇
分
に
つ

い
て
の
価
格
転
嫁
に
向
け
た
取

引
先
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
が
、

人
件
費
や
電
気
代
等
の
高
騰
分

の
交
渉
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

加
え
て
、
競
合
他
社
に
お
い
て
値

上
げ
の
提
示
を
行
っ
て
い
な
い

ケ
ー
ス
も
多
く
、
業
界
全
体
で
の

価
格
転
嫁
に
向
け
た
機
運
醸
成

を
期
待
す
る
」（
一
般
工
事
業
） 

「
工
事
案
件
は
増
加
し
て
い

る
も
の
の
、
指
定
工
期
が
短
く
、

人
手
不
足
で
対
応
が
で
き
ず
、
受

注
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
出
て
き
て

い
る
」（
建
築
工
事
業
） 

 

【
製
造
業
】 

「
部
品
の
供
給
制
約
の
緩
和

で
、
受
注
は
増
加
傾
向
。
年
度
初
め

は
原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の

高
騰
や
労
務
費
上
昇
が
収
益
を
圧

迫
し
、
か
な
り
苦
し
い
状
況
だ
っ

た
が
、
パ
ー
ト 

ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築

宣
言
も
あ
り
、
価
格
転
嫁
が
進
捗

し
て
き
て
い
る
」（
輸
送
用
機
械
器

具
製
造
業
） 

「
半
導
体
関
連
の
需
要
の
低
下

が
著
し
く
、
向
こ
う
１
年
程
度
は

こ
の
状
況
が
継
続
す
る
と
み
て
い

る
。
売
上
の
確
保
に
向
け
た
対
策

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
」（
電
子

部
品
製
造
業
） 

 

【
卸
売
業
】 

「
中
国
経
済
の
減
速
等
で
海
外

取
引
が
減
少
す
る
な
か
、
中
東
情

勢
の
緊
迫
化
も
重
な
り
、
今
後
の

一
層
の
コ
ス
ト
増
に
よ
る
収
益
圧

迫
が
懸
念
さ
れ
る
」（
一
般
機
械
器

具
卸
売
業
） 

「
取
引
先
の
飲
食
店
に
対
し

て
、
価
格
協
議
を
行
っ
た
も
の
の
、

先
方
か
ら
は
長
引
く
物
価
高
で
消

費
者
の
買
い
控
え
が
深
刻
な
中
、
さ

ら
に
販
売
価
格
を
上
げ
る
と
一
層

の
顧
客
離
れ
に
つ
な
が
っ
て
し
ま

う
た
め
、
据
え
置
き
を
希
望
さ
れ
て

し
ま
い
、
交
渉
が
難
航
し
て
い
る
」

（
食
料
・
飲
料
卸
売
業
） 

 

【
小
売
業
】 

「
催
事
や
イ
ベ
ン
ト
は
コ
ロ
ナ

前
と
同
等
程
度
に
回
復
し
て
お
り
、

明
る
い
兆
し
は
あ
る
も
の
の
、
長
引

く
物
価
高
で
地
元
の
消
費
者
の
買

い
控
え
が
継
続
し
て
お
り
、
売
上
が

伸
び
悩
ん
で
い
る
。
加
え
て
、
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対
応
に
伴
う
事

務
作
業
の
増
加
で
、
人
件
費
が
増

え
、
収
益
を
圧
迫
し
て
い
る
」（
総

合
ス
ー
パ
ー
） 

「B
toB

、BtoC

双
方
の
事
業
を

行
っ
て
い
る
が
、
企
業
向
け
の
価
格

転
嫁
よ
り
も
、
買
い
控
え
が
続
い
て

い
る
消
費
者
向
け
の
価
格
設
定
に

苦
慮
し
て
い
る
」（
菓
子
・
パ
ン
小

売
業
） 

 

【
サ
ー
ビ
ス
業
】 

「
仕
入
単
価
の
上
昇
や
電
気
代

の
高
騰
等
で
経
費
は
増
え
続
け
て

い
る
も
の
の
、
物
価
高
の
中
で
価
格

転
嫁
を
行
う
と
来
客
数
が
減
少
し

全国・産業別業況ＤＩの推移 

｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 

 全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ 

５月 ▲  6.2 ▲ 17.0 ▲  9.2 ▲ 11.0 ▲ 13.8 △ 11.9 

６月 ▲  8.9 ▲ 17.8 ▲  8.8 ▲ 13.2 ▲ 16.7 △  4.7 

７月 ▲  9.8 ▲ 19.2 ▲  4.1 ▲ 20.9 ▲ 18.5 △  2.4 

８月 ▲  8.9 ▲ 18.8 ▲  5.6 ▲ 22.6 ▲ 12.7 △  3.4 

９月 ▲  9.0 ▲ 16.5 ▲  8.5 ▲ 19.7 ▲ 9.2 △  0.2 

１０月 ▲  10.5 ▲ 14.3 ▲  9.3 ▲ 20.6 ▲ 16.0 △  0.0 

見通し ▲  14.6 ▲ 13.1 ▲ 14.8 ▲ 20.2 ▲ 19.2 ▲  9.0 

 

て
し
ま
う
た
め
、
価
格
は
据
え
置
い

た
ま
ま
、
付 

随
サ
ー
ビ
ス
の
提
案

な
ど
を
行
い
、
売
上
増
加
に
努
め
て

い
る
」（
美
容
業
） 

「
コ
ロ
ナ
前
の
９
割
程
度
ま
で

売
上
は
回
復
し
た
が
、
最
低
賃
金
の

引
上
げ
に
伴
う
人
件
費
や
電
気
代

の
高
騰
に
よ
る
負
担
増
で
、
採
算
面

で
の
回
復
に
は
至
っ
て
い
な
い
」

（
宿
泊
業
） 



〇

〇

令和５年

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11～1月 ( 10～12月 )

全産業 ▲ 6.2 ▲ 7.5 ▲ 6.8 ▲ 18.3 ▲ 16.8 ▲ 13.0 ▲ 5.4 ( ▲ 12.6 )

建　 設 ▲ 20.8 ▲ 10.0 ▲ 30.4 ▲ 11.1 ▲ 20.0 ▲ 14.2 ▲ 4.7 ( ▲ 5.0 )

製　 造 ▲ 14.8 ▲ 21.7 ±0.0 ▲ 10.5 ▲ 19.0 ±0.0 ▲ 19.0 ( ▲ 14.2 )

卸・小売 ▲ 3.3 ▲ 20.0 ▲ 6.4 ▲ 16.6 ▲ 23.3 ▲ 30.0 ▲ 3.3 ( ▲ 30.0 )

サービ ス △ 26.6 △ 30.0 △ 13.3 △ 10.0 ▲ 4.1 ±0.0 △ 5.0 ( △ 4.1 )

令和５年（２０２３年）１０月の動向
【業況について】

業況ＤＩ値（前年同月比）の推移　※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

１０月の全産業合計のＤＩ値（前年同月比ベース、以下同じ）は、▲１３．０（前月水準▲１

６．８）となり、マイナス幅が３．８ポイント縮小した。

先行き見通し

向こう３ヶ月（１１月から１月）の先行き見通しについては、全産業では、▲５．４（前月水準

▲１２．６）となり、マイナス幅が７．２ポイント縮小した。

▲ 40.0

▲ 20.0

±0.0

△ 20.0

△ 40.0

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11～1月

ＤＩ値

月別

業況ＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス

15%

57%

28%

10%

80%

10%
17%

36%

47%

28%

43%

29%

5%

76%

19%
円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の業況について



○

令和５年

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11～1月 ( 10～12月 )

全産業 △ 5.2 ±0.0 △ 8.0 ▲ 5.6 △ 3.1 △ 2.1 △ 3.2 ( △ 1.0 )

建　 設 △ 25.0 ▲ 10.0 ▲ 21.7 ▲ 11.1 ▲ 5.0 ▲ 9.5 △ 4.7 ( △ 5.0 )

製　 造 ±0.0 ▲ 34.7 ▲ 11.1 ▲ 15.7 ▲ 23.8 △ 4.7 △ 4.7 ( ▲ 4.7 )

卸・小売 △ 13.3 △ 13.3 △ 16.1 △ 8.3 ±0.0 ▲ 10.0 ▲ 3.3 ( ▲ 10.0 )

サービ ス △ 46.6 △ 46.6 △ 40.0 △ 50.0 △ 37.5 △ 30.0 △ 10.0 ( △ 16.6 )

先行き見通し

売上ＤＩ値（前年同月比）の推移　※DI＝「増加」の回答割合ー「減少」の回答割合

向こう３ヶ月（１１月から１月）の先行き見通しについては、全産業では、△３．２（前月水準

△１．０）となり、プラス幅が２．２ポイント拡大した。

○

【売上について】

１０月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△２．１（前月水準△３．１）と

なり、プラス幅が１．０ポイント縮小した。
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前年同月と比較した今月の売上について



令和５年

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11～1月 ( 10～12月 )

全産業 ▲ 15.6 ▲ 11.8 ▲ 10.3 ▲ 23.9 ▲ 13.6 ▲ 9.7 ▲ 1.0 ( ▲ 14.7 )

建　 設 ▲ 41.6 ▲ 15.0 ▲ 39.1 ▲ 27.7 ▲ 20.0 ▲ 14.2 ▲ 4.7 ( ▲ 10.0 )

製　 造 ▲ 22.2 ▲ 39.1 ▲ 11.1 ▲ 36.8 ▲ 23.8 ±0.0 ±0.0 ( ▲ 19.0 )

卸・小売 ▲ 16.6 ▲ 10.0 ▲ 6.4 ▲ 16.6 ▲ 20.0 ▲ 23.3 ▲ 3.3 ( ▲ 30.0 )

サービ ス △ 40.0 △ 20.0 △ 26.6 △ 40.0 △ 8.3 △ 5.0 △ 5.0 ( △ 4.1 )

１０月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲９．７（前月水準▲１３．６）

となり、マイナス幅が３．９ポイント縮小した。

【採算について】

向こう３ヶ月（１１月から１月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１．０（前月水準

▲１４．７）であり、マイナス幅が１３．７ポイント縮小する見通しである。

○

先行き見通し

採算ＤＩ値（前年同月比）の推移　※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

○
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前年同月と比較した今月の採算について



○

令和５年

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11～1月 ( 10～12月 )

全産業 ▲ 65.6 ▲ 62.3 ▲ 74.7 ▲ 83.0 ▲ 63.1 ▲ 64.1 ▲ 53.2 ( ▲ 60.0 )

建　 設 ▲ 45.8 ▲ 40.0 ▲ 39.1 ▲ 55.5 ▲ 50.0 ▲ 47.6 ▲ 38.0 ( ▲ 40.0 )

製　 造 ▲ 85.1 ▲ 78.2 ▲ 72.2 ▲ 94.7 ▲ 66.6 ▲ 76.1 ▲ 61.9 ( ▲ 71.4 )

卸・小売 ▲ 70.0 ▲ 76.6 ▲ 87.0 ▲ 87.5 ▲ 73.3 ▲ 76.6 ▲ 60.0 ( ▲ 70.0 )

サービ ス ▲ 53.3 ▲ 45.0 ▲ 53.3 ▲ 50.0 ▲ 58.3 ▲ 50.0 ▲ 50.0 ( ▲ 54.1 )

向こう３ヶ月（１１月から１月）の先行き見通しについては、全産業では、▲５３．２（前月水

準▲６０．０）となり、マイナス幅が６．８ポイント縮小する見通しである。

先行き見通し

【仕入単価について】

○ １０月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲６４．１（前月水準▲６３．

１）となり、マイナス幅が１．０ポイント拡大した。

仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移　※DI＝「下落」の回答割合ー「上昇」の回答割合
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前年同月と比較した今月の仕入単価について



○

令和５年

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11～1月 ( 10～12月 )

全産業 △ 17.7 △ 18.2 △ 22.9 △ 26.7 △ 17.8 △ 19.5 △ 20.6 ( △ 24.2 )

建　 設 △ 29.1 △ 35.0 △ 26.0 △ 33.3 △ 50.0 △ 23.8 △ 23.8 ( △ 45.0 )

製　 造 ±0.0 ▲ 8.6 △ 5.5 △ 31.5 △ 9.5 △ 23.8 △ 23.8 ( △ 19.0 )

卸・小売 △ 20.0 △ 16.6 △ 19.3 △ 16.6 △ 3.3 △ 10.0 △ 16.6 ( △ 16.6 )

サービ ス △ 26.6 △ 35.0 △ 33.3 ±0.0 △ 16.6 △ 25.0 △ 20.0 ( △ 20.8 )

向こう３ヶ月（１１月から１月）の先行き見通しについては、全産業では、△２０．６（前月水

準△２４．２）となり、プラス幅が３．６ポイント縮小する見通しである。

【従業員について】

○ １０月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△１９．５（前月水準△１７．

８）となり、プラス幅が１．７ポイント拡大した。

先行き見通し

従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移　※DI＝「過剰」の回答割合ー「不足」の回答割合
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前年同月と比較した今月の従業員について



令和５年

５月 ６月 7月 ８月 ９月 10月 11～1月 ( 10～12月 )

全産業 ▲ 15.6 ▲ 10.7 ▲ 2.2 ▲ 19.7 ▲ 8.4 ▲ 8.6 ▲ 6.5 ( ▲ 6.3 )

建　 設 ▲ 25.0 ▲ 10.0 ▲ 13.0 ▲ 16.6 ▲ 10.0 ▲ 9.5 ▲ 4.7 ( ±0.0 )

製　 造 ▲ 18.5 ▲ 17.3 ±0.0 ▲ 15.7 ▲ 4.7 ±0.0 ▲ 14.2 ( ▲ 4.7 )

卸・小売 ▲ 20.0 ▲ 23.3 ▲ 3.2 ▲ 16.6 ▲ 20.0 ▲ 13.3 ▲ 6.6 ( ▲ 20.0 )

サービ ス △ 13.3 △ 15.0 △ 6.6 ▲ 10.0 △ 4.1 ▲ 10.0 ±0.0 ( △ 4.1 )

先行き見通し

資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移　※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

【資金繰りについて】

１０月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲８．６（前月水準▲８．４）と

なり、マイナス幅が０．２ポイント拡大した。

向こう３ヶ月（１１月から１月）の先行き見通しについては、全産業では、▲６．５（前月水準

▲６．３）となり、マイナス幅が０．２ポイント拡大する見通しである。
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○
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前年同月と比較した今月の資金繰りについて



【採算ＤＩ】

【仕入単価ＤＩ】

【資金繰りＤＩ】

【従業員ＤＩ】

【売上ＤＩ】

全国（ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ）との比較
【CCI－LOBOとは】

日本商工会議所が各地商工会議所のネットワークを活用し、地域や中小企業が「肌で感じる足元の 景況感」や「直面する経営課題」を

全国ベースで毎月調査し、その結果を集計・公表するものです

【業況ＤＩ】
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業種別 概　　　　　　　況 業種

年末に向けて畳工事の受注増加。 畳工事請負・畳製造販売業

弊社の２０年勤務していたベテラン社員が定年退職してしまったため、更に
人手不足になってしまったことが今後非常に厳しくなりそう

塗装工事業

人手不足＋最低賃金の引き上げで、スキルが十分でない人材をこれまで以
上の賃金で採用せざるを得ない状況が悩まれる

板金工事業

受注件数は微増してきたが、人手不足のうえ指定される納期も短く、対応が
出来ず断るケースも出てきている

電気設備工事業

中東情勢の緊迫化により、今後ますますトラックや重機等の燃料代が高騰す
る可能性もあると思う

管工事業

化粧品容器受注は相変わらず勢いがない。医療費容器に関しては新規クラ
イアントからの要請等、前向きな案件はあるが具現化するかはわからない

プラスチック加工

コロナウイルスの影響で客先との打ち合わせが出来なくなり止まっていた設
備投資の話が最近は順調に進んでいる。ただし非常に納期のかかる部品
があり、完成・納入が遅れる装置が発生している

一般産業用機械・装置製造
業

受注は好調であるが原材料費の価格高騰、購入品の価格高騰、円安により
コスト押上げ傾向にある

その他の機械・同部品製造
業

受注減が続いている。利益確保のため仕入を抑えることが必須である。社
内での技術継承は今後会社が存続していくうえで大切な問題だ。真摯に取
り組んでいかねばならない

金属製品

従業員の高齢化に伴い、引継ぎも含め、人員を補充している為、人件費等
が高騰しています

その他の金属製品製造業

夏からのイベント等で印刷売上が伸び、設備投資が出来た。しかし、この先
の売上の上昇は難しいと予測される。ますは、人材育成に力を入れたい

印刷業

・定例作業でのDX化を進めてワンランク上の作業に期待
・主力製品はコロナ５種になり人の移動が緩和されてもコロナ前までの売り
上げ伸びず厳しい状況
・ユーザーは以前より在庫の管理を圧縮しており売り上げが伸びない状況

その他の鉄鋼業

標準価格（定価）のあるメーカーの商材で、価格改定で値上げとなっている
ものはそのままスライドで価格転嫁が比較的容易だが、自社製品について
は標準価格がないため、材料費いやエネルギー価格のコストアップ分の価
格転嫁が難しい。
長い間、自社製品の価格アップを行っていなかった上に、幾度となく材料費
やエネルギー価格の変動や上昇があるので、適正な原価計算も難しい状況
にあり、発注側企業も値上げに対して戸惑いや抵抗がある

自動車付属品製造業

【業種別】業界内トピックス

建

設

業

製

造

業



【業種別】業界内トピックス

インバウンドが若干増加の傾向が見られてきている。食品については価格高
騰の影響を受け、目玉品に対しては敏感な動きがある。衣料品や寝具は気
温が昨年より高い状況が続いているため秋冬商品の動きが悪い

大型小売店

仕入・売値の高止まりを感じる。年末に向けて購買意欲の上昇を期待 その他の各種商品小売業

例年と比べ気温が高い影響もあり、アパレルは若干苦戦も、食物販は回復
傾向。サービス関連は好調続く

百貨店

価格高騰による買い控えとして嗜好品であるケーキは、影響が大きい 洋菓子店

正直「不明」の部分が多い。主事業である海苔の販売についてはこれから
冬の仕入れのシーズンになるが原料がとれるのか、価格は安定するのか
さっぱりわからない。それにより弊社から卸先への販売価格や供給量も変わ
るがスムーズにいくかはわからない。今年はあまりに原料が高すぎたので韓
国からの輸入に頼ったがまた同じことになる可能性もある

食料卸売業

クリスマスをひかえ乳製品の再値上げが痛い 洋菓子製造・販売店

物価高や燃料高騰、最低賃金の引上げ、さらにはインボイス、電子帳簿保存
法、2024年問題、次から次へと頭が痛くなることの目白押しで疲労困憊

飲食業

原材料含めて価格高騰、最低賃金上昇などによる人件費の上昇が今後大
きく影響を受ける可能性大

日本料理

インボイス・電子帳簿保存法対応により事務量が増えている。仕入れや消耗
品の価格上昇が続いていることに加え、最低賃金の上昇により、売上は増え
ても利益が減少する事態に陥っている

ゴルフ練習場

円安による資材の高騰を懸念 不動産賃貸・管理業

最低賃金の引き上げに伴って10月から時給を上げざるを得ないが、学習
塾という性質上、新学年度の3月まで授業料を上げることが難しいことに加
えて、11月からは推薦入試での早期合格者が抜けてしまうため、売り上げ
の落ち込みとのダブルパンチでかなり厳しい

学習塾

インボイス制度が始まり、実際には開始前よりも開始後のほうが問い合わせ
が多かった。

税理士業

業況としては再生可能エネルギー問題への対応や企業業績の好転に伴う
地質調査などで好況傾向が予想される。

地質調査・地質コンサルタ
ント

卸

・

小

売

業

サ

ー

ビ

ス

業



【業種別】業界内トピックス

国内旅行の２～３か月先がシーズンオフのため、一時の勢いが感じられな
し。振り子現象だと困る不安要素。その分、近場の台湾や韓国の海外旅行の
受注が目立つようになってきたため今後に期待したい。
人手不足は深刻であり、新卒の採用は厳しい。中途で中年の採用も視野に
入れている

旅行

為替の影響やコロナ禍後は外出が増えたことで、ＥＣ事業が伸びていない
状況の中、消費者向けの運送会社（ヤマト運輸や佐川急便等）の運賃の値
上げにより更にＥＣの売上が落ち込んでいると感じる。
流山と柏に倉庫が有るため、地域活性の取り組みとして、来年より柏市内の
みの配達（お買い物代行等）を行う方向で協力会社と話しを進めている。
Uber Eatsのようなもの（食品・飲料だけでなく何でも）を提供してみようと
考えている

梱包業

サ

ー

ビ

ス

業



質問Ａ

1 2 3 1 2 3
増加 不変 減少 増加 不変 減少

1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

1 2 3 1 2 3
下落 不変 上昇 下落 不変 上昇

1 2 3 1 2 3
不足 適正 過剰 不足 適正 過剰

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ

　　　　　　　＜業種別回収状況＞

42
48.8%
50.0%

回答数
51.7%
回収率調査産業 調査対象数

178
43

92全　産　業

47

建　　　設 21
21
30

製　　　造
卸  ・  小売
サ ー ビ  ス

※ＤＩ値と景気の概況

質問事項

回　　答　　欄
前年同月と比較した

今月の水準

今月の水準と比較した向こ

う3ヶ月の先行き見通し

46 20 43.5%

※ＤＩ値（景況判断指数）について

63.8%

DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0

ｅ.業況

0＞DI≧▲25

ａ.売上高（出荷高）

ｂ.採算

（経常利益ベース）

ｃ.仕入単価

ｄ.従業員

調査方法と調査票
下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で

「業界内のトピック」の記述回答。

▲25＞DI

DI値は、業況・売上・採算などの各項目についての、判断の状況を表す。

ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割合が多いこと

を示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示

す。したがって、売上高などの実数値の上昇率を示すものではなく、強気・

弱気などの景気感の相対的な広がりを意味する。

ＤＩ ＝ （増加・好転などの回答割合） － （減少・悪化などの回答割合）

ｆ.資金繰り

業界内のトピック（記述式）

調査要領

回 答 期 間

柏市内１７８事業所及び組合にヒアリング

令和５年１０月２３日　～　令和５年１１月５日

調 査 対 象 

まあまあ 不振 極めて不振特に好調 好調


